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※１はH27、※２はH28、※３はH29、※４はH30の健康寿命と平均寿命から算出しています。

　２．指標②　自ら健康づくりに取り組んでいる市民の割合

　３．指標③　高齢の方が地域で生き生きと活動していると思う市民の割合

　めざす成果１－１－１　一人ひとりが健康づくりに取り組み元気で暮らしている

　１．指標①　健康寿命（平均自立期間）と平均寿命の差

＜成果を計る指標＞
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　４．指標④　介護予防セミナー受講者数

　５．指標⑤　シルバー人材センター会員数
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　※年代別の抽選を開始した年度が平成30年度のため、その以前に関しては年代別データがありません。
　※令和2年度より応募対象者を40歳以上から20歳以上に拡大しました。
　※応募総数には、応募対象外の数も含まれているため、年代別応募者数の和と一致しません。

　６．健康普及員が実施する健康講座の参加者数

＜参考データ＞

　８．健康ポイントカード応募人数

　７．保健師・管理栄養士による訪問指導件数
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◆やまと食育フェア
　楽しみながら食育への関心を深めてもらうことを目的としたイベントです。平成27年度より実施しています。

◆介護予防サポーター
　地域における介護予防活動の推進に協力する、介護予防と認知症についての正しい知識を持つ市民のことです。

　１０．食育イベント参加者数（やまと食育フェア、食の安全に関する講座等）

※令和2年度以降はWebで開催しており、企画への参加者数のみとなっています。
　（Webアクセス数は含みません。）

　９．やまとウォーキンピック参加者数

　１１．介護予防サポーター講座受講者数
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◆ふれあいネットワーク事業
　ひとり暮らしの高齢者への安否確認や相談等を行うふれあい訪問、地域交流を目的としたミニサロン、生活上の
　困りごとを支援する個別支援等、地区社会福祉協議会が行う活動を支援する事業。
　この事業において介護予防活動を行うボランティアの育成も実施します。

　１３．はり・きゅう・マッサージ治療費助成券の交付枚数

　１２．ふれあいネットワーク・ボランティア育成数

　１４．福寿手帳（カード）の交付者数

395人

786人

181人
110人 65人

0

200

400

600

800

1000

H29 H30 R1 R2 R3

［人］

2,513 枚

2,639 枚 2,649 枚

2,105 枚
2,177 枚

2000

2100

2200

2300

2400

2500

2600

2700

2800

H29 H30 R1 R2 R3

［枚］

529人 528人

440人

198人 211人

0

100

200

300

400

500

600

700

H29 H30 R1 R2 R3

［人］

5



　１７．予算額の推移（めざす成果１－１－１に位置づけている事業のみ）

　１５．老人クラブ（シニアクラブ）会員数及び団体数

　１６．大和市シルバー人材センターへの補助額

※H29年度に事務所が移転したことにより、H30年度以降は光熱水費、賃借料、機械警備委託費等が
　削減されました。
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　めざす成果１－１－２　心身の健康を維持・増進するための体制が整っている

　１．指標①　肺がん検診受診率

　２．指標②　特定健康診査の受診率

　３．指標③　肺炎等による死亡率（人口１０万人あたりの死亡者数）

＜成果を計る指標＞
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　４．指標④　自殺死亡率（人口１０万人あたりの自殺者数）

＜参考データ＞

　５．女性の健康診査受診者数

※計画当初値及び実績値(R1、2)は人口動態統計(厚労省)、実績値(R3)は自殺統計(厚労省)に基づきます。
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　６．がん検診受診率

　７．がん検診結果が要精密検査であった者の精密検査結果把握状況
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　８．障がい者（児）を対象とした歯科健診事業の状況

　９．６５歳以上を対象としたインフルエンザ予防接種（定期予防接種として実施）の接種率
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　１１．自殺死亡率（人口10万人あたりの自殺死亡者数）の比較

　１２．自殺者の実数

　１０．結核健診（集団健診）の受診者数

※大和市について、R2までは人口動態統計(厚労省)、R3は自殺統計(厚労省)に基づきます。
※県・全国について、R1までは人口動態統計(厚労省)、R2、3は自殺統計(厚労省)に基づきます。

※人口動態統計(厚労省)に基づきます。

【令和３年　自殺の原因・動機】　※自殺統計(厚労省)に基づきます。
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　１３．こころサポーター養成講座受講者数

◆こころサポーターとは
　自殺を未然に防ぐため、こころに不調を抱える人や、自殺に傾く人のサインに気づき、対応する人のことです。
　同サポーターの登録者には、悩める人のサインの見極め方や対応方法などについて理解を深めるため、
　フォローアップ研修の受講を案内しています。

　１４．自殺防止相談電話による相談件数
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　１５．こもりびと支援事業における取り組み

◆「こもりびと」とは
　大和市では、ひきこもりの状態にある方に寄り添いたいという思いから、より温かみのある「こもりびと」という呼称を
　使っています。

◆こもりびと支援窓口
　○令和元年１０月に設置
　○「こもりびとコーディネーター」が対応
　○対象　：　仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流を殆どせず、６か月以上続いて自宅に
　　　　　　　　ひきこもっている状態の方とその家族等。また、その傾向のある方とその家族等
　○場所　：　保険福祉センター　５階
　○受付　：　電話、窓口

◆こもりびと支援ハンドブック
　○目的　：　こもりびとの家族や周囲の方が、こもりびとに対して理解を深め、少しでも早く窓口に来る
　　　　　　　　きっかけとしてもらうこと
　○内容　：　４コマ漫画「こもりびと」
　　　　　　　　知ってほしいこと（なぜ「こもる」のでしょうか？、本人はどんな気持ちでしょうか？　他）
　　　　　　　　こもりびとコーディネーターから一言
　　　　　　　　段階的な支援のイメージ
　　　　　　　　こもりびと支援窓口連絡先
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　１６．予算額の推移（めざす成果１－１－２に位置づけている事業のみ）
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　めざす成果１－２－１　いざというときに診療を受けられる

　１．指標①　休日夜間急患診療所（一次救急）の年間患者取扱件数

　２．指標②　二次救急での中度・重度患者の割合

　３．指標③　２４時間健康相談受付件数（入電件数）

＜成果を計る指標＞

※令和２、３年度は、新型コロナの感染防止のため、受診を控えた方が多かった可能性があります。

◆「一次救急」とは
　軽症かつ緊急性が低く、入院治療の必要のない帰宅可能な患者に対応する救急医療です。
　必要に応じて二次救急以上の適切な医療機関に案内するケースもあります。

◆「二次救急」とは
　手術や入院が必要な重症患者に対応する救急医療です。２４時間体制で救急患者の受け入れを行っています。
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＜参考データ＞

　４．二次救急医療機関での重症度別年間取扱件数

◆「救急医療情報キット」とは
　救急医療活動に必要な情報（氏名、生年月日、血液型、服薬内容、かかりつけ医、緊急連絡先など）を自身で
　記載したシートを円筒形のプラスチック容器に入れたもので、自宅の冷蔵庫に保管しておきます。
　万が一の際には、駆けつけた救急隊員が冷蔵庫から取り出して確認することにより適切な処置に
　活用してもらうことを想定しています。

※令和２、３年度は、各種イベントが新型コロナにより中止となったため、イベントでの配布を
　実施できませんでした。

　５．救急医療情報キット配布状況（配布数）
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　７．予算額の推移（めざす成果１－２－１に位置づけている事業のみ）

※骨髄移植ドナー支援は平成30年度より開始しました。

　６．がん患者等支援の実績（ウィッグ購入費助成、重粒子線治療費助成、骨髄移植ドナー支援の各対象者数）
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187,528 539,050 528,689 531,173 
549,587 

94,317 
92,825 

88,757 
74,540 
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事業費

3,848,114 
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事業費
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　めざす成果１－２－２　市立病院が地域の基幹病院としての役割を果たしている

　１．指標①　地域の診療所等から市立病院に紹介された患者の割合（紹介率）

　２．指標②　市立病院から地域の診療所等に紹介した患者の割合（逆紹介率）

　３．指標③　患者満足度調査における満足度の割合

※令和2年度は、新型コロナの感染対策のため、接触をできるだけ回避できるよう、回答方法を
　アンケート用紙からインターネットに変更したところ、令和元年度と比較して回答件数が減少しました。
　⇒　R1：593件 → R2：167件（71.8%減）

＜成果を計る指標＞

※令和2年度は外来患者を対象とした調査期間を１週間としていたところ、令和3年度は2週間とした結果、
　回答件数が増加しました。
　⇒　R2：167件  →  R3：284件（70.1%増）
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　４．指標④　がん患者受入数（延べ）

＜参考データ＞

　５．新型コロナ感染症の陽性患者の受入数（疑似症患者含む）

※令和２年度は、令和元年度と比較して、がん患者を含む患者数が全体的に減少し、
　令和３年度も同様の傾向となりました。

　　　◆令和３年

　　　◆令和４年（７月以降は未集計）

　　　◆令和２年
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　６．予算額の推移（めざす成果１－２－２に位置づけている事業のみ）

事業費

13,175,856 

事業費
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　めざす成果２－１－１　高齢の方やその家族が、不安・負担を取り除くために必要な支援を受けられる

　２．指標②　介護サービス利用者の満足度の割合

　３．指標③　認知症サポーターとなっている市民の割合

＜成果を計る指標＞

　１．指標①　介護を必要としている人が安心して暮らしていると思う市民の割合
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＜参考データ＞

　４．高齢者人口推計　［出典：国立社会保障・人口問題研究所］

※終活クイズの例

　５．終活コンシェルジュによる個別相談の件数

　６．終活クイズ

　自宅で終活について楽しく学ぶことを目的に作成しました。
　問題用紙（回答欄あり）に回答を記入して市に送付していただくと、終活コンシェルジュが採点して返信します。
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65,642人
71,045人
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　７．高齢者見守り（緊急通報）システム利用者数（各年度末時点）

　８．養護老人ホームへの入所措置の実績（年度末時点での被措置者数）

　９．一時的に在宅生活が困難となった高齢の方に対する緊急一時入所の実績（延べ利用者数）

　１０．市内に整備された特別養護老人ホームの床数
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　１１．地域密着型介護サービス事業所等の新規指定、更新等の件数

　１３．介護保険の給付実績の検証

※令和2年度は感染症のまん延防止のため、訪問による実地指導を見合わせ、
　書面による指導を実施しました。

※令和2年度は、令和元年度と比較して変更等の届出数が減少しました。また、一部の届出については
　他の届出と併せて行えるようになったことも、届出数の減少につながりました。

　１２．地域密着型介護サービス事業所等の実施指導の実績（指導件数）

※介護保険の給付の適正性の検証に資するよう、ケアマネージャーにヒアリングシートによる回答を依頼しました。
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　※認定取消、避難住民審査等を含みます。

　１６．予算額の推移（めざす成果２－１－１に位置づけている事業のみ）

　１４．介護保険料の賦課徴収人数

　１５．要介護度の審査判定の実績（介護認定審査会での判定件数）
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＜成果を計る指標＞

　めざす成果２－１－２　障がいのある方が地域の中で自立した生活を送っている

　１．指標①　障がい者の地域生活移行者数（累計）

　２．指標②　一般就労への移行者数

　３．指標③　就労移行支援事業の利用者数
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　４．障がい者数

＜参考データ＞

　５．手話奉仕員・手話通訳者養成講座の受講者数

※令和２年度は、奉仕員の講座については中止、通訳者の講座については講座数を減らして実施しました。

　６．精神障がい者等を対象として、保健師が訪問・面接・電話による相談支援を実施した人数（延べ数）
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　８．自立支援給付事業における給付実績（居宅介護、短期入所、補装具）

◆福祉タクシー利用券の交付及び福祉車両利用に対する助成の件数

◆紙おむつの支給人数

　７．成年後見制度申立の支援件数

◆成年後見制度申立の支援
　本人または親族等による家庭裁判所への申し立てが不可能な場合に市長が申し立てを行うことで
　制度が利用できるように支援します。

　９．在宅の重度障がい児者に対するサポートの実績

※福祉車両は、歩行が困難で既存の交通機関を利用して移動することが難しい方の
　移動手段として提供しているサービスです。
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　１０．地域生活支援事業における給付実績（移動支援、グループホーム等家賃、日常生活用具）

◆移動支援及びグループホーム等家賃助成の実績

◆日常生活用具（給付件数）

※日常生活用具とは、ストーマ装具、介護ベッド等のことです。

　１１．地域生活支援としての地域活動支援センターによる相談支援（相談者数）

◆地域活動支援センターの役割
　障害者総合支援法に基づき、相談支援、創作的活動や社会との交流促進、普及啓発等を行い、
　障害者の地域生活支援の促進を図ります。
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◆障害者自立支援センターの役割
　障がい児者及び難病患者一人ひとりが、地域で安定した日常生活や社会生活を営むことが
　できるように支援します。

　１２．障害者総合支援法市審査会よる障害支援区分の審査・判定（認定審査件数）

　１３．障害者自立支援センターによる事業の実績（生活、就労等の相談支援、就労移行支援）

※平成18年度の障害者自立支援法施行時に区分認定を受けた対象者の多くが3年毎の更新のため、
　令和3年度は例年に比べて更新対象者が多いこと、また、令和2年度に新型コロナの影響で
　1年間の区分認定延長を行った者がいることから、令和3年度の件数が多くなっています。
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　１４．市障害者福祉手当の支給実績（支給件数）

◆市障害者福祉手当
　在宅の重度及び中度の障がい者で、障害基礎年金、特別障害者手当、特別児童扶養手当等を
　受給していない者に支給します。

　１５．特別障害者手当等の支給実績（延べ支給人数）

◆特別障害者手当
　日常生活において、常時特別の介護を必要とする在宅の重度障がい者（20歳以上）に支給します。

◆障害児福祉手当
　日常生活において、常時特別の介護を必要とする在宅の重度障がい児者（20歳未満）に支給します。

◆経過的福祉手当
　昭和61年3月31日において、20歳以上の従来の福祉手当受給資格者で、昭和61年4月1日において
　特別障害者手当の支給要件に該当せず、かつ障害基礎年金が支給されない者に、引き続き支給要件に
　該当する間に限って従来通り福祉手当を支給します。
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◆精神通院医療
　精神科の外来診療において、保険適用となる医療費の自己負担を１割まで軽減します。

◆心身障害者医療費助成
　重度の身体、知的及び精神障がい者の健康保持のため、医療費のうち健康保険適用の自己負担額を助成しま

　１７．身体障がい児者及び精神障がい者に対する自立支援医療の費用助成の実績（給付人数）

◆更生医療
　神奈川県立総合療育相談センターにおいて必要と認められた身体障がい者（１８歳以上）に対して
　障がい軽減、機能回復のための手術等にかかる医療費の助成を行います。

◆育成医療
　身体障がい児（１８歳未満）に対して障がい軽減、機能回復のための手術等にかかる医療費の助成を行います。

　１６．心身障害者医療費の助成申請に対する医療証交付（対象者数）
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　１８．予算額の推移（めざす成果２－１－２に位置づけている事業のみ）
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　めざす成果２－２－１　地域の温かい支えとともに人生を安心して送ることができている

　２．指標②　民生委員・児童委員充足率

　３．指標③　協議体の設置数（累計）

＜成果を計る指標＞

　１．指標①　地域に支え合う人のつながりがあると思う市民の割合
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＜参考データ＞

　４．民生委員・児童委員による相談・支援の件数

　５．社会福祉協議会が主催・参加・協力する事業数

　６．大和斎場における火葬の利用実績件数

◆社会福祉協議会
　「住民ひとりひとりの参加を基本に共に支えあう福祉のまちづくり」を基本理念に、地区社会福祉協議会活動や
　ボランティア活動の支援、生活福祉課題に対する相談援助やサービス利用支援、在宅福祉サービスや
　介護保健事業等、幅広い領域において地域福祉事業を展開しています。
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　７．予算額の推移（めざす成果２－２－１に位置づけている事業のみ）
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　３．国民健康保険税の賦課件数

　めざす成果２－２－２　社会保障のしくみが安定的に維持されている

　２．指標②　保護受給世帯のうち、働ける世帯（その他世帯）の割合

＜参考データ＞

＜成果を計る指標＞

　１．指標①　国民健康保険制度における１人当たりの医療費の伸び率（対前年度）
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　４．生活保護率

　５．生活困窮者自立支援の実績（相談支援、住居確保給付金支給）

◆住居確保給付金
　離職及び就業機会の減少に伴う減収により住居を失うおそれのある生活困窮者に対して支給する給付金です。
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　６．予算額の推移（めざす成果２－２－２に位置づけている事業のみ）
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　めざす成果３－１－１　すべてのこどもがすくすくと健康に育っている

　１．指標①　妊婦健康診査の平均受診回数

　２．指標②　４か月児健康診査の受診率

＜成果を計る指標＞

　３．指標③　３歳６か月児健康診査の受診率

※令和2年度は、新型コロナ感染の不安から受診しないケース、また、新型コロナ感染拡大防止のために
　開催を延期していた時期に医療機関において個別に受診したケースがありました。

※令和2年度は、新型コロナ感染の不安から受診しないケース、また、新型コロナ感染拡大防止のために
　開催を延期していた時期に医療機関において個別に受診したケースがありました。
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＜参考データ＞

　５．大和市の出生数（神奈川県人口統計調査より）

　６．神奈川県内各市の合計特殊出生率（平成31（令和元）年神奈川県衛生統計年報）

　４．指標④　３歳６か月児健康診査で、う蝕なしと判定された子どもの割合　※「う蝕」とは虫歯のことです。
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　７．予防接種の接種率

※ロタウイルスは令和２年１０月より定期接種化しました。
※Ｂ型肝炎は平成２８年１０月より定期接種化しました。

※接種率は、当該年度の対象者（標準的な接種年齢に該当する者）に対する実際の接種者数の割合を
　表しています。
　当該年度以前の対象者や市外からの転入者（対象者数に計上されない者）が接種することで対象者数
　より接種者数が多くなった年度においては100%を超える数値となっています。
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種　類 H29 H30 R1 R2 R3
ロタウイルス - - - 83.7 96.7
B型肝炎 102.5 102.1 101.3 102.3 97.1

種　類 H29 H30 R1 R2 R3
麻しん風しん 96.4 97.8 96.3 96.6 94.7
水痘 95.7 97.2 95.8 99.7 95
BCG 100.1 104.2 104.6 103.6 94.9
日本脳炎 90.9 117.2 104.6 101.7 56.2

種　類 H29 H30 R1 R2 R3
ヒブ 100.3 103.2 100.4 103.6 98.1
小児用肺炎球菌 100.5 103.5 102.4 102 97.9
4種混合 101.2 103.4 103.2 103.1 98.4
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　９．予防接種モバイルサービス（らくらく予防接種）新規登録者数

※１歳未満において接種スケジュールが立て込むため、本サービスは１歳未満に対して特に有効と
　考えられます。そのため、１歳未満を対象に新規登録者を集計しています。

　１０．妊婦健康診査受診率

◆予防接種モバイルサービス
　予防接種スケジュールを自動で作成し、接種日が近づくとメールで知らせるサービスです。

　８．予防接種のＰＲ回数（個別通知、広報等）

95.5％

97.1％

94.3％
95.5％

96.0％

90

92

94

96

98

100

H29 H30 R1 R2 R3

［％］

1,187人

936人 916人

773人 788人

600

800

1,000

1,200

1,400

H29 H30 R1 R2 R3

［人］

1,003 回 1,012 回

1,138 回

1,221 回
1,270 回

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

H29 H30 R1 R2 R3

［回］

43



※4か月児・3歳6か月児に対しては集団健診にて実施しました。令和2年度は、
　新型コロナへの対応として1回あたりの受診者数を減らした上で、実施回数を増加しました。
※8か月児健診・1歳6か月児一般（内科）健診については協力医療機関における個別健診で実施しました。
※受診率は当該年度に対象年齢に達する乳幼児に対する同年度に受診した者の割合を表しています。
　令和2年度の8か月児健診については、受診対象期間が満8～10か月であるため、前年度の対象者の
　一部が受診したことで100%を超える数値となりました。

　１２．子育て何でも応援メール登録者数

　１１．親子健康手帳（母子健康手帳）交付時における妊婦健診の受診勧奨（回数）

※令和2年7月より、LINE及びTwitterによる配信を開始しました。

　１３．乳幼児各健診の受診率
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※令和３年度は、新型コロナの感染対策をとることにより、令和元年度と同程度の個別指導を実施しました。

　１５．発達相談件数（新規及び継続）

　１６．発達相談個別指導回数

※１歳６か月児及び３歳６か月児について、令和元年度は受診勧奨を強化しました。また、家庭訪問
　以外の方法（来所や保育所での確認）で、対象児の状況を確認できたケースが多くありました。

※令和元年度は、心理士の補充などにより個別指導の体制を強化しました。
※令和２年度は、新型コロナ感染拡大防止のため、緊急を除く相談を停止しました。

◆発達相談個別指導：子どもやその家族の状況・問題に応じて、専門スタッフが必要な頻度で
　　　　　　　　　　　　　　個別に訓練・支援を行います。

　１４．乳幼児各健診の未受診児に対する家庭訪問件数
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　１７．発達に支援が必要な子どもへの福祉サービス提供の実績（支給決定者数）

◆児童相談支援
　相談支援専門員が、サービス利用児の心身の状況、環境、サービスに関する意向等を確認の上、
　サービス等利用計画の作成や事業所との調整等を行います。

◆児童発達支援
　日常生活における基本的な動作を習得したり、集団生活に適応するための訓練など個別の療育プログラムを
　個別支援計画に基づき提供します。（未就学児対象）

◆放課後等デイサービス
　学校の授業終了後または休業日に、生活能力向上のために必要な支援や余暇の活動などを
　個別支援計画に基づき提供します。

◆保育所等訪問支援
　保育所等に通う児童に対し、その保育所等に訪問し、他の児童との集団生活への適応のための
　専門的な支援等を行います。
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　２０．子ども食堂の位置

　１８．障がい児に対する日常生活・社会生活における支援の実績（居宅介護及び短期入所の支給決定者数）

　１９．障がい児に対する地域生活における支援の実績（移動支援及び日中一時支援の支給決定者数）

◆居宅介護
　入浴、排泄、食事の介護など、居宅での生活全般にわたる援助サービスです。
◆短期入所
　短期の入所による介護サービスです。介護者が病気の場合やレスパイトなどのために利用できます。

◆移動支援
　社会参加や余暇支援を援助するためにガイドヘルパーが移動を支援します。
◆日中一時支援
　日中における活動の場の確保と障がい者を日常的にケアしている家族の一時的な休息等を図ることを
　目的に預かりを行います。
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　２２．予算額の推移（めざす成果３－１－１に位置づけている事業のみ）

　２１．第二期大和市子ども・子育て支援事業計画「ハートンプラン」

基本目標１　：　希望する幼児期の教育・保育が受けられる体制づくり
基本目標２　：　親育ち・地域の子育て力を育む基盤づくり
基本目標３　：　安心して産み育てやすい環境づくり
基本目標４　：　子どもの生きる力をのばす環境づくり
基本目標５　：　さまざまな家庭の状況に応じた支援体制づくり

計画期間　：　令和2～6年度

基本理念　：　すべての子どもの健やかな成長を支えあうまち・やまと
　　　　　　　　　～地域と共に安心して子育て・親育ち～

　すべての子どもたちが笑顔でのびやかに成長していくために、また、
　すべての家庭が安心して子育てでき、育てる喜びや生きがいを感じ
　られるために、家庭と地域が共に成長し、支えあうまちの実現を目指
　します。
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　めざす成果３－１－２　こどもを望んだ時からサポートが受けられる

　２．指標②　妊娠届出時に専任保健師による個別面接（相談）を受けた市民の割合

　３．指標③　つどいの広場開設日１日あたりの平均利用者数

＜成果を計る指標＞

※令和2年度から、新型コロナへの対応として定員制及び入替制を導入しました。

※令和2年度は、新型コロナ感染防止のため、郵送による妊娠届出の受付、母子健康手帳の交付を行
い、
　個別面接ができないケースがありました。個別面接ができなかった妊婦に対しては保健師が電話し、

　１．指標①　こどもを望んだ時からサポートが受けられる

◆「つどいの広場『こどもーる』」とは
　子育て家庭の親子が気軽に集え、子育てに関する相談・情報提供・講習などのサービスを受けることが
　できる場です。
　「こどもーる中央林間」、「こどもーる鶴間」、「こどもーる大和」及び「こどもーる高座渋谷」があります。
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　５．不妊症治療、不育症治療、出産に係る費用の助成件数

　６．児童手当の受給者数

＜参考データ＞

　４．指標④　児童支援利用計画（障害児相談支援）実利用者数
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　７．小児医療証交付児童数及び小児医療証により医療機関で受診した件数

　８．子育て何でも相談・応援センターにおける妊娠・出産・子育てに関する相談件数（電話、来所、妊娠届出時の面接）

※令和2年度は、新型コロナ感染防止のため、郵送による妊娠届出の受付、母子手帳の交付を
　行ったことから、妊娠届出時の面接が減少しました。

　９．子ども家庭総合支援拠点として対応した相談件数（電話、面接、訪問等）

◆子ども家庭総合支援拠点
　管内に所在するすべての子どもとその家庭及び妊産婦等を対象とし、その福祉に関し、必要な支援に係る
　業務を行い、特に要支援児童及び要保護児童等への支援業務の強化を図るもの。
　（厚生労働省「自治体向けFAQ」より）
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　１０．子育て支援施設「きらきらぼし」における各事業の実績

◆送迎ステーション事業
　幼稚園や認定こども園の教育時間の前後に預かり保育を実施し、保育所と同様の保育時間を確保するものです。
　幼稚園等への送迎にあたっては、各幼稚園等の通園バスで行われます。

◆託児事業
保護者のリフレッシュなど、理由を問わず預けることが可能です(4時間上限)。

◆子育て相談
　子育てに関する不安や悩みを、施設に在籍する保育士に相談できるものです。
　施設利用者以外の保護者も利用が可能で、随時相談を受け付けています（事前予約制）。

15人

30人 31人 29人

10

15

20

25

30

35

40

H30 R1 R2 R3

［人］

2,746人

3,211人

2,098人

3,058人

1500

2000

2500

3000

3500

H30 R1 R2 R3

［人］

39件
57件

61件

147件

0

50

100

150

200

H30 R1 R2 R3

［件］

52



　１１．屋内こども広場における各事業の実績（利用者数）

◆ちびっこ広場
　2歳までの乳幼児を対象としたあそびの広場。年齢にあわせた遊具を親子で利用できます。

◆げんきっこ広場
　3歳～小学校2年生までを対象とした親子の遊びの広場。専門のスタッフが様々なあそびを提案します。

◆保育室
　保護者が文化創造拠点を利用している等の間、託児を行うものです（4時間上限）。

◆育児相談
　子育てに関する不安や悩みを、施設に在籍する保育士に相談できるものです。
　施設利用者以外の保護者も利用が可能で、随時相談を受け付けています（事前予約制）。

※令和2年度には、新型コロナへの対応として「文化創造拠点シリウス」が3/1から6/30まで
　休館したことに伴い、屋内こども広場も同期間の利用ができませんでした。
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　１２．つどいの広場「こどもーる」の来場者数（保護者と子どもの延べ人数）及び相談件数

　１４．ひとり親家庭における資格取得、教育訓練等に向けた講座の受講者に対する給付金の支給件数

　１３．ひとり親家庭などの相談件数
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　１５．予算額の推移（めざす成果３－１－２に位置づけている事業のみ）
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　めざす成果３－２－１　安心してこどもを預けることができている

　２．指標②　0歳児を預かる保育施設等におけるベビーセンサー等の設置割合

　３．指標③　放課後児童クラブの待機児童数（各年5月1日）

＜成果を計る指標＞

　１．指標①　保育所等の待機児童数（各年4月1日）
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　５．認可保育所等への入所決定児童数

＜参考データ＞

　４．保育コンシェルジュが対応した相談件数

　６．放課後児童クラブへの入所児童数

公　　　営：公営の放課後児童クラブに入所している児童数。17箇所で開設しています。
民営委託：事業を委託している民営の放課後児童クラブに入所している児童数。2箇所で開設しています。
民営補助：市から補助金を交付している民営の放課後児童クラブ（公営及び委託している民営の
　　　　　　　放課後児童クラブに入所できなかった児童を受け入れたクラブ）に入所している児童数。
　　　　　　　6箇所で開設しています。
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　７．民間保育所等に対する運営費等の補助を受けた施設数

　８．私立幼稚園に対する幼児教育研究、研修等のための補助金の交付件数

　９．市認定保育施設における保育料助成の実績（補助対象児童数）
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　１２．予算額の推移（めざす成果３－２－１に位置づけている事業のみ）

　１０．私設保育施設及び地域型保育事業に対する訪問指導の実績（回数）

　１１．市内認可保育所及び私設保育施設の保育士等を対象とした研修の参加人数

※令和2、3年度は、新型コロナによる緊急事態宣言や、まん延防止等重点措置の影響により、
　ほいく課主催講演会の企画等が延期となり、研修を開催する機会が減りました。
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